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「所有者不明土地」を増やしてはならない
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大
人
の
発
達
障
害
、生
き
づ
ら
さ
に

寄
り
添
う
寛
容
さ
を
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中小企業の
売 上 Ｄ Ｉ

再
び
マ
イ
ナ
ス
水
準

日
本
公
庫
調
査

２

月

見
通
し
も
落
ち
込
み

旅館・ホテルの
景 気 Ｄ Ｉ

２
ヵ
月
連
続
最
下
位

帝
国
デ
ー
タ
調
査

２

月


台
は
２
業
種
の
み

１
月
の
完
全
失
業
率

％
総
務
省

調

査
帝国データ、社長調査

平均年齢、過去最高を更新

交代率は低水準が続く

　
パ
リ
を
旅
行
し
た
折
、
旧

知
の
木
寺
大
使
を
大
使
館
に

訪
ね
た
。
大
使
夫
人
が
、
私

た
ち
夫
婦
を
庭
に
案
内
さ

れ
、
お
茶
を
振
る
舞
っ
て
下

さ
っ
た
。
私
は
樹
木
の
手
入

れ
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

「
大
使
、
簡
単
に
剪
定

せ
ん
て
い

で
き

ま
す
か
ら
、
館
員
に
手
入
れ

を
さ
せ
た
ら
ど
う
で
す
か
」

と
問
う
た
。
大
使
い
わ
く
、

「
枝
１
本
切
る
の
に
も
パ
リ

市
に
申
請
し
て
許
可
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
面

倒
く
さ
い
の
で
、
秋
に
一
度

に
申
請
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」
。

　
緑
を
大
切
に
す
る
フ
ラ
ン

ス
政
府
の
姿
勢
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
で

も
隣
地
か
ら
伸
び
て
き
た
木

の
枝
は
、
所
有
者
の
み
が
切

除
で
き
る
だ
け
で
、
迷
惑
を

受
け
る
人
た
ち
は
切
除
で
き

な
い
。
わ
が
家
に
は
、
し
だ

れ
桜
の
大
木
が
あ
る
が
、
秋

に
は
困
り
果
て
る
。
落
葉
が

隣
家
に
も
多
く
落
ち
て
大
変

な
迷
惑
を
掛
け
る
が
、
簡
単

に
掃
除
の
た
め
に
入
る
わ
け

に
は
ま
い
ら
な
い
。
「
お
互

い
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
の
あ

る
国
と
は
い
え
、
昔
の
よ
う

に
隣
家
が
家
族
同
様
の
交
際

が
あ
る
な
ら
と
も
か
く
、
現

在
で
は
全
く
知
ら
な
い
人
が

偶
然
に
隣
人
と
な
る
。

　
民
法
の
改
正
が
な
さ
れ
、

隣
人
と
う
ま
く
交
際
・
交
流

で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
、

新
興
住
宅
地
に
住
む
人
た
ち

の
関
係
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る

ば
か
り
だ
。自
治
体
と
し
て
、

最
も
困
る
の
は
「
所
有
者
不

明
土
地
」の
存
在
で
あ
ろ
う
。

登
記
簿
だ
け
で
は
、
そ
の
土

地
の
持
ち
主
が
判
明
せ
ず
、

判
明
し
た
と
し
て
も
連
絡
が

つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
て

困
り
果
て
る
。
朝
日
新
聞
の

報
道
に
よ
れ
ば
、
「
所
有
者

不
明
土
地
」
は
、
既
に
４
１

０
万
㌶
に
達
し
て
い
て
、
九

州
の
面
積
を
超
え
て
い
る
と

い
う
か
ら
驚
く
し
か
な
い
。

登
記
し
た
人
が
死
亡
す
れ

ば
、
「
所
有
者
不
明
土
地
」

が
増
加
す
る
ば
か
り
だ
と
い

う
。

　
あ
と

年
も
す
れ
ば
、
九

州
の
面
積
を
凌
駕
し
、
北
海

道
と
同
じ
広
さ
に
な
る
ば
か

り
か
、
経
済
損
失
は
６
兆
円

に
達
す
る
。
相
続
登
記
を
所

有
者
の
判
断
に
任
せ
て
き
た

明
治
以
来
の
考
え
方
で
は
、

「
所
有
者
不
明
土
地
」
が
ば

ん
ば
ん
増
加
す
る
だ
け
で
あ

る
。
土
地
価
格
は
下
落
し
な

い
神
話
が
定
着
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
相
続
人
が

い
な
か
っ
た
り
、
い
た
と
し

て
も
コ
ス
ト
と
手
間
が
掛
か

る
と
い
う
理
由
で
登
記
し
な

い
よ
う
だ
。
し
な
く
と
も
不

利
益
が
な
い
の
で
不
明
土
地

が
増
え
て
し
ま
う
。
ま
た
、

相
続
人
が
登
記
し
た
と
し
て

も
、
次
々
に
転
居
さ
れ
る
と

不
明
土
地
を
生
む
こ
と
に
な

る
。

　
困
る
の
は
、
震
災
時
で
あ

る
。
集
団
で
高
台
に
移
転
し

よ
う
と
し
て
も
、
「
所
有
者

不
明
土
地
」
が
あ
れ
ば
、
同

意
が
と
れ
ず
話
が
頓
挫
し
て

し
ま
う
。
台
風
で
千
葉
県
の

街
道
近
く
の
山
林
の
樹
木
が

倒
れ
、
電
柱
が
巻
き
添
え
さ

れ
て
停
電
し
た
。
だ
が
、
樹

木
と
山
の
持
ち
主
が
不
明
の

た
め
切
断
で
き
ず
、
停
電
の

復
旧
に
数
日
も
か
か
っ
た
例

が
あ
る
。
自
治
体
は
、
土
地

の
持
ち
主
の
不
明
者
を
徹
底

的
に
調
査
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
税
を
か
け
る
上
で

も
大
切
で
あ
る
ば
か
り
か
、

災
害
時
に
多
く
の
人
た
ち
が

困
る
原
因
と
も
な
る
。
こ
の

種
の
調
査
は
面
倒
く
さ
い
た

め
、
自
治
体
は
放
置
し
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
課
税

放
棄
の
み
な
ら
ず
、
安
全
対

策
上
危
険
な
の
だ
。
登
記
簿

を
見
た
だ
け
で
は
、
地
主
を

判
明
さ
せ
る
の
は
困
難
な
場

合
が
多
い
よ
う
だ
が
、
地
道

な
努
力
が
自
治
体
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
民
法
改
正
の
第
１
は
、
登

記
の
義
務
化
で
あ
る
。
そ
し

て
、
相
続
人
が
土
地
の
所
有

権
を
放
棄
し
、
自
治
体
か
政

府
の
所
有
と
す
る
法
律
に
す

る
こ
と
だ
。
私
は
自
治
体
の

所
有
地
に
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
治
体
な

ら
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
を
持

っ
て
い
る
。
国
の
所
有
に
す

る
と
、
数
年
間
は
塩
づ
け
と

な
る
に
違
い
な
い
。

　
各
自
治
体
は
、
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
に
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
土
地

・
家
屋
の
相
続
に
つ
い
て
も

調
査
・
聴
取
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
「
所

有
者
不
明
土
地
」
を
増
や
し

て
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
民

法
改
正
を
政
府
は
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。
近
年
、
土
地
の
所

有
者
不
明
の
隣
接
地
で
崖
崩

れ
や
土
砂
の
流
出
が
あ
る
と

周
辺
の
人
々
が
困
る
。
危
機

管
理
上
に
お
い
て
も
不
明
者

の
土
地
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　
私
自
身
も
故
郷
に
土
地
を

持
っ
て
い
た
が
、
納
税
だ
け

は
し
て
も
利
用
せ
ず
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
家
内
の

実
家
で
は
、
あ
ち
こ
ち
の
別

荘
地
を
購
入
、
そ
の
ま
ま
家

も
建
て
ず
に
亡
く
な
り
、
家

内
が
相
続
し
た
。
税
は
私
が

払
っ
て
い
る
が
、
登
記
し
な

い
人
の
心
理
が
よ
く
分
か

る
。

　
新
卒
採
用
の
Ａ
さ
ん
は
、
帰

国
子
女
か
つ
有
名
大
学
を
卒
業

し
た
期
待
の
新
人
だ
っ
た
。
フ

ロ
ン
ト
に
配
属
さ
れ
た
Ａ
さ
ん

だ
っ
た
が
、
次
第
に
首
を
傾
げ

る
よ
う
な
発
言
や
行
動
が
目
立

ち
始
め
た
。

　
た
と
え
ば
、

時
～

時
の

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
間
に
な
る

と
、
な
ぜ
か
Ａ
さ
ん
は
姿
を
消

す
。
最
初
の
数
日
間
は
、
Ａ
さ

ん
の
姿
が
見
え
な
く
て
も
「
ト

イ
レ
に
で
も
行
っ
た
の
か
」

「
別
の
仕
事
を
頼
ま
れ
た
の

か
」
と
、
誰
も
気
に
留
め
て
い

な
か
っ
た
。

　
だ
が
、連
休
明
け
の
あ
る
日
、

あ
ま
り
の
忙
し
さ
に
上
司
が
Ａ

さ
ん
を
探
し
に
行
く
と
、
Ａ
さ

ん
は
１
人
、
従
業
員
食
堂
で
ラ

ン
チ
を
と
っ
て
い
た
。
驚
い
た

上
司
が
、「
何
し
て
い
る
の
？
」

と
尋
ね
る
と
「
お
昼
な
ん
で
、

ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
し
た
」
と

悪
び
れ
た
風
も
な
い
。
い
ら
立

ち
な
が
ら
「
ほ
か
の
人
は
仕
事

を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
、
Ａ

さ
ん
だ
け
休
憩
を
と
っ
て
い
る

の
？
」
と
詰
め
寄
る
と
、
Ａ
さ

ん
は
き
ょ
と
ん
と
し
た
表
情
で

「
え
っ
、

時
に
な
っ
た
か
ら

食
事
し
て
い
た
だ
け
で
す
け

ど
」
と
一
言
。

　
Ａ
さ
ん
は
自
身
の
行
動
が
他

者
に
与
え
る
影
響
や
他
者
の
感

情
を
想
像
す
る
こ
と
が
苦
手

だ
。
ま
た
、
自
分
が
決
め
た
ル

ー
ル
に
は
強
い
こ
だ
わ
り
を
持

つ
。

　
冬
の
あ
る
日
。
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る

と
、
「
冷
め
な
い
う
ち
に
ど
う

ぞ
」
と
肉
ま
ん
が
差
し
入
れ
ら

れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
礼
を
述

べ
、
事
務
所
内
の
デ
ス
ク
に
置

く
と
、
す
か
さ
ず
Ａ
さ
ん
が
手

を
伸
ば
し
肉
ま
ん
に
か
ぶ
り
つ

い
た
。
一
同
が
あ
ぜ
ん
と
し
て

い
る
と
Ａ
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
も

冷
め
な
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
」
と

笑
顔
で
肉
ま
ん
が
入
っ
た
袋
を

差
し
出
し
た
。
相
手
の
言
葉
を

言
わ
れ
た
ま
ま
に
受
け
取
っ
て

し
ま
う
の
も
Ａ
さ
ん
の
特
性

だ
。

　
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
や
パ

タ
ー
ン
化
し
た
行
動
へ
の
強
い

こ
だ
わ
り
は
、
発
達
障
害
の
一

種
で
あ
る「
広
汎
性
発
達
障
害
」

に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
厚

労
省
は
広
汎
性
発
達
障
害
の
特

性
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
て

い
る
。
①
人
と
の
社
会
的
な
相

互
関
係
を
築
く
こ
と
が
苦
手
②

他
者
と
言
葉
等
の
や
り
と
り
で

関
係
性
を
築
く
の
が
難
し
い
③

興
味
関
心
の
幅
の
狭
さ
、
こ
だ

わ
り
の
強
さ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ａ
さ
ん
は
業
務
日
報

を
漢
字
を
使
わ
ず
、
平
仮
名
だ

け
で
書
く
が
、
文
章
は
論
理
性

に
欠
け
、
文
法
上
の
誤
り
も
目

立
つ
。
知
的
能
力
に
は
問
題
が

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
く
こ

と
だ
け
が
著
し
く
困
難
な
状
態

を
「
書
字
障
害
」
と
呼
ぶ
。
書

字
障
害
は
「
学
習
障
害
」
の
一

つ
で
、
ほ
か
に
も
読
む
こ
と
が

困
難
な
識
字
障
害
や
計
算
が
極

端
に
苦
手
な
算
数
障
害
な
ど
が

あ
る
。
学
習
障
害
も
発
達
障
害

の
一
種
で
あ
る
。

　
発
達
障
害
は
生
ま
れ
つ
き
の

脳
の
働
き
方
の
違
い
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、治
る
こ
と
は
な
い
。

正
直
、
Ａ
さ
ん
が
発
達
障
害
な

の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
が
引
き
起
こ

す
こ
も
ご
も
と
同
じ
く
ら
い
、

Ａ
さ
ん
自
身
も
戸
惑
い
、
自
信

を
失
い
か
け
て
い
る
可
能
性
は

あ
る
。

　
Ａ
さ
ん
が
抱
え
る
生
き
づ
ら

さ
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
「
寛

容
な
組
織
文
化
」
の
醸
成
に
努

め
た
い
。

（５） 第３１１８号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）３月１４日（月曜日）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
中
小
企
業
景
況
調

査
の
２
月
分
を
公
表
し
た
。

同
月
の
売
上
Ｄ
Ｉ
（
季
節
調

整
値
）
は
前
月
比

・
８
㌽

減
の
マ
イ
ナ
ス
８
・
２
だ
っ

た
。
前
月
は
７
カ
月
ぶ
り
に

プ
ラ
ス
水
準
に
回
復
し
た

が
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
水
準
に

落
ち
込
ん
だ
。
今
後
３
カ
月

の
売
上
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
同
）

も
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込

ん
だ
。

　
売
上
Ｄ
Ｉ
は
前
月
比
で
売

り
上
げ
が
増
加
の
企
業
割
合

か
ら
減
少
の
企
業
割
合
を
引

い
た
値
。

　
６
の
最
終
需
要
分
野
別
で

は
、
全
て
が
前
月
か
ら
低
下

し
、
マ
イ
ナ
ス
水
準
と
な
っ

た
。
食
生
活
関
連
が
前
月
の

２
・
６
か
ら
マ
イ
ナ
ス

・

１
、
乗
用
車
関
連
が
同
９
・

２
か
ら
マ
イ
ナ
ス
５
・
５
に

落
ち
込
ん
だ
。

　
売
上
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
前

月
比
４
・
５
㌽
減
の
マ
イ
ナ

ス
０
・
２
と
、
３
カ
月
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込

ん
だ
。

　
６
の
最
終
需
要
分
野
別
で

は
、
食
生
活
関
連
（

・
９

㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス

・
５
）、

電
機
・
電
子
関
連
（

・
４

㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス
４
・
３
）、

建
設
関
連
（
７
・
９
㌽
減
の

マ
イ
ナ
ス
７
・
０
）
が
前
月

の
プ
ラ
ス
水
準
か
ら
マ
イ
ナ

ス
水
準
に
落
ち
込
み
。
設
備

投
資
関
連
は
９
・
３
㌽
増
の


・
２
と
、
プ
ラ
ス
幅
が
拡

大
し
た
。

　
調
査
は
三
大
都
市
圏
の
同

公
庫
取
引
先
９
０
０
社
に
実

施
。
６
８
３
社
か
ら
有
効
回

答
を
得
た
。

　
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
、
今
年
１
月
の
完
全

失
業
率
（
季
節
調
整
値
）
は

２
・
８
％
で
、
前
月
比
０
・

１
㌽
上
昇
し
た
。
こ
の
う
ち

男
性
は
３
・
０
％
で
、
同
０

・
１
㌽
上
昇
。
女
性
は
２
・

４
％
で
前
月
と
同
率
だ
っ

た
。

　
昨
年
２
月
か
ら

カ
月
連

続
の
２
％
台
。
こ
の
と
こ
ろ

２
・
７
～
２
・
９
％
の
範
囲

で
推
移
し
て
い
る
。

　
同
月
の
完
全
失
業
者
数
は

１
８
５
万
人
で
、
前
年
同
月

比

万
人
減
と
、
７
カ
月
連

続
で
減
少
し
た
。
こ
の
う
ち

「
勤
め
先
や
事
業
の
都
合
に

よ
る
離
職
」
が
同
２
万
人
減

少
。
「
自
発
的
な
離
職
（
自

己
都
合
）
」
が
同
３
万
人
減

少
。
「
新
た
に
求
職
」
が
同

４
万
人
減
少
。

　
同
月
の
就
業
者
数
は
６
６

４
６
万
人
で
、
前
年
同
月
比


万
人
減
と
、
４
カ
月
連
続

で
減
少
。
こ
の
う
ち
「
宿
泊

業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」は
同

３
万
人
増
の
３
７
３
万
人
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
全

国
の
企
業
に
行
っ
て
い
る
景

気
動
向
調
査
で
、
今
年
２
月

の
景
気
Ｄ
Ｉ（
０
～
１
０
０
、


が
判
断
の
分
か
れ
目
）は
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
が
前
月
比
０

・
１
㌽
減
の

・
８
と
、
３

カ
月
連
続
で
悪
化
し
た
。
前

月
に
続
き
、
２
カ
月
連
続
で

全

業
種
中
の
最
下
位
。


台
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
と
飲
食

（
同
７
・
３
㌽
減
の

・
９
）

の
２
業
種
の
み
と
な
っ
て
い

る
。

　
全
業
種
計
は
同
１
・
３
㌽

減
の

・
９
と
、
２
カ
月
連

続
で
悪
化
。
「
国
内
景
気
は

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
広
が
り
や

燃
料
価
格
の
上
昇
な
ど
悪
材

料
が
多
く
、
落
ち
込
み
が
続

い
た
」
（
同
社
）
。

　
全

業
種
中
、

業
種
が

前
月
比
で
悪
化
し
た
。
好
転

は
電
気
通
信
、
放
送
な
ど
９

業
種
。
１
業
種
が
前
月
並
み

だ
っ
た
。

　
９
の
業
界
別
で
は
「
そ
の

他
」
を
除
く
８
業
界
で
悪
化

し
た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
飲

食
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
（
１

・
４
㌽
減
の

・
４
）
の
ほ

か
、
小
売
（
２
・
５
㌽
減
の


・
９
）
、
運
輸
・
倉
庫

（
２
・
２
㌽
減
の

・
５
）

な
ど
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
延
長
さ
れ
た
こ
と

で
、
個
人
消
費
関
連
が
下
向

い
た
。

　

の
地
域
別
で
は
、
全
て

が
２
カ
月
連
続
で
悪
化
し

た
。

都
道
府
県
が
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
と

な
っ
た
ほ
か
、
北
海
道
、
北

陸
な
ど
で
記
録
的
な
大
雪
な

ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
あ
っ

た
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
対
象
地
域
外
の
県
か
ら
も

「
休
業
補
償
も
な
く
出
血
を

続
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」

（
旅
館
）
と
の
声
が
上
が
っ

た
。

　
回
答
企
業
の
景
況
感
に
関

す
る
主
な
声
は
次
の
通
り
。

　
「
２
月
か
ら
の
再
開
を
期

待
し
て
い
た
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
が
再
開
さ
れ
ず
、
社

会
的
に
も
旅
行
と
い
う
ム
ー

ド
で
は
な
い
た
め
、
打
つ
手

が
見
当
た
ら
な
い
状
況
」

（
現
在
、
悪
い
、
旅
館
）
。

　
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ま
ん

延
で
１
月
５
日
以
降
、
旅
行

の
申
し
込
み
が
全
く
な
い
。

１
～
３
月
ま
で
の
予
約
分
も

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
」
（
現
在
、
悪
い
、
国
内

旅
行
）
。

　
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
発
出
を
受
け
、
人
の
流

れ
が
な
く
な
っ
た
。
自
社
の

取
引
先
は
大
部
分
が
飲
食
・

宿
泊
業
者
で
あ
る
た
め
、
影

響
が
大
き
い
」
（
現
在
、
悪

い
、
酒
類
卸
売
）
。

　
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
発
出
に
伴
い
、
移
動
自

粛
な
ど
に
よ
り
旅
行
者
や
ビ

ジ
ネ
ス
客
が
減
少
。
お
土
産

屋
や
飲
食
店
な
ど
が
厳
し
い

状
況
」
（
現
状
、
悪
い
、
貸

事
務
所
）
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
増
加
に
伴
い
、
デ

ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
集
客
が
壊

滅
的
」
（
現
在
、
悪
い
、
中

華
・
東
洋
料
理
店
）
。

　
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

発
出
に
て
、
飲
食
店
の
休
業

が
始
ま
り
夜
の
営
業
が
な
く

な
っ
た
」
（
現
在
、
悪
い
、

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運

送
）
。

　
「
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ

る
買
い
控
え
。
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
延
長
に
よ
る

外
出
控
え
で
、
燃
料
使
用
が

減
少
」
（
現
在
、
悪
い
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
。

　
「
降
雪
量
が
多
く
、
除
雪

業
務
を
請
け
負
っ
て
い
る
建

設
業
者
は
稼
働
率
が
高
い
。

地
域
的
に
は
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
期
間
中
も
、
ス
キ

ー
客
が
多
く
み
え
る
」
（
現

状
、
良
い
、
土
木
工
事
）
。

　
「
感
染
が
収
ま
る
と
み
ら

れ
る
春
夏
に
少
し
回
復
す
る

と
見
込
む
が
、
来
冬
に
は
ま

た
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
て
い
る
」
（
先
行

き
、
悪
い
、
旅
館
）
。

　
「
経
済
を
動
か
さ
な
け
れ

ば
と
い
う
感
じ
が
強
く
な
っ

て
い
る
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
、
経
口
薬
の
普
及
な
ど
で

先
が
見
え
て
く
れ
ば
、
好
転

す
る
と
見
込
む
」（
先
行
き
、

良
い
、
広
告
代
理
）
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
昨

年

月
に
行
っ
た
社
長
の
年

齢
調
査
で
は
、
平
均
年
齢
が


・
３
歳
と
、
調
査
を
始
め

た
１
９
９
０
年
以
降
、
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
社
長
交

代
率
は
３
・

％
と
、
低
水

準
の
状
況
だ
。

　
同
社
が
全
国
約
１
４
７
万

社
収
録
の
企
業
概
要
フ
ァ
イ

ル
か
ら
集
計
、
分
析
し
た
。

　
社
長
の
平
均
年
齢
は
調
査

開
始
か
ら
毎
年
上
昇
。

年

が

・
０
歳
。
以
降
、

年

連
続
で
一
貫
し
て
上
昇
し
て

い
る
。

年
は
前
年
比
で
０

・
２
歳
上
昇
し
た
。

　
年
代
別
割
合
は
、

代
が

構
成
比

・
６
％
と
ト
ッ
プ
。


代
（

・
９
％
）
、

代

（

・
２
％
）
が
続
い
て
い

る
。
歳
以
上
は
４
・
７
％
。


代
と

歳
以
上
で
全
体
の

お
よ
そ
４
分
の
１
を
占
め

る
。

　
同
年
に
社
長
が
交
代
し
た

企
業
の
社
長
の
平
均
年
齢

は
、
交
代
前
が

・
６
歳
、

交
代
後
が

・
１
歳
。
平
均

し
て

・
５
歳
若
返
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
同
年
の
社
長
交
代
率
は
３

・

％
。
前
年
か
ら
上
昇
し

て
い
る
が
、
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
降
低
下
し
た
交

代
率
が
元
の
水
準
に
戻
り
き

っ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
引

き
続
き
低
水
準
を
脱
し
て
い

な
い
点
は
否
め
な
い
」
（
同

社
）
。

　
平
均
年
齢
を
８
の
業
種
別

に
見
る
と
、
不
動
産
業
が


・
４
歳
と
最
も
高
い
。
こ
の

ほ
か
製
造
業
、
卸
売
業
、
小

売
業
が
全
体
平
均
を
上
回
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は

・
８

％
、
運
輸
・
通
信
業
は

・

０
％
と
平
均
を

下
回
っ
た
。

　
社
長
の
高
齢

化
は
「
事
業
承

継
や
世
代
交
代

が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
表
し

て
い
る
」（
同
）

と
し
、
後
継
者

の
選
定
や
育
成

が
企
業
に
と
っ

て
今
後
さ
ら
な

る
課
題
に
な
る

だ
ろ
う
と
指
摘

し
て
い
る
。


